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規

則

■群
馬
県
民
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
二
十
四
号

群
馬
県
民
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
民
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
群
馬
県
規
則
第
二

十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
正
副
二
通
」
を
削
る
。

第
四
条
中
「
副
本
」
を
「
写
し
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
正
副
二
通
に
前
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
申
請
書
の
副
本
を
添
え

て
、
」
を
「
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
副
本
」
を
「
写
し
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
第
二
号
中
「
、
小
ホ
ー
ル
及
び
展
示
室
」
を
削
り
、
「
施
設
」
を
「
施
設
等
」
に

改
め
る
。

別
表
舞
台
設
備
の
項
中

「

小
ホ
ー
ル

所
作
台

一
式

四
、
八
六
〇
円

音
響
反
射
板

一
式

二
、
〇
〇
〇
円

ス
ク
リ
ー
ン

一
式

八
二
〇
円

を

ス
テ
ー
ジ
マ
ッ
ト

一
式

一
、
七
七
〇
円

指
揮
台

一
台

四
五
〇
円

指
揮
者
用
譜
面
台

付
き

」

「

指
揮
台

一
台

四
五
〇
円

指
揮
者
用
譜
面
台

に
改

付
き

」

め
、
同
表
照
明
設
備
の
項
中

「

サ
ス
ペ

一
キ
ロ

一
台

二
七
〇
円

ン
シ
ョ

ワ
ッ
ト

ン
ラ
イ

ト

五
〇
〇

一
台

一
三
〇
円

ワ
ッ
ト

を

フ
ロ
ン

三
階

一
台

二
七
〇
円

ト
サ
イ

ド
ス
ポ

ッ
ト
ラ

四
階

一
台

二
七
〇
円

イ
ト

」

「

サ
ス
ペ

一
キ
ロ

一
台

二
七
〇
円

ン
シ
ョ

ワ
ッ
ト

ン
ラ
イ

ト

に
、

フ
ロ
ン

三
階

一
台

二
七
〇
円

ト
サ
イ

ド
ス
ポ

四
階

一
台

二
七
〇
円

ッ
ト
ラ

イ
ト

」

「

小
ホ
ー
ル

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト

一
列

一
、
一
八
〇
円

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト

一
列

四
五
〇
円

シ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ

一
台

二
七
〇
円

ッ
ト
ラ
イ
ト

ク
セ
ノ
ン
ピ
ン
ス

一
台

三
、
五
五
〇
円

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

サ
ス
ペ

一
キ
ロ

一
台

二
七
〇
円

ン
シ
ョ

ワ
ッ
ト

ン
ラ
イ

ト

五
〇
〇

一
台

一
三
〇
円

を

ワ
ッ
ト

フ
ロ
ン
ト
サ
イ
ド

一
台

二
七
〇
円

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

ア
ッ
パ
ー
ホ
リ
ゾ

一
式

一
、
六
六
〇
円

ン
ト
ラ
イ
ト

ロ
ア
ー
ホ
リ
ゾ
ン

一
台

三
三
〇
円

ト
ラ
イ
ト

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

一
キ
ロ

一
台

二
七
〇
円

ワ
ッ
ト

」

「

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

一
キ
ロ

一
台

二
七
〇
円

に
改

ワ
ッ
ト
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」

め
、
同
表
音
響
設
備
の
項
中

「

大
ホ
ー
ル

拡
声
装
置

一
式

五
、
九
三
〇
円

陰
マ
イ
ク
一
本
付

き

つ
り
マ
イ
ク
昇
降

一
基

八
二
〇
円

装
置

小
ホ
ー
ル

拡
声
装
置

一
式

三
、
五
五
〇
円

陰
マ
イ
ク
一
本
付

き

を

つ
り
マ
イ
ク
昇
降

一
基

四
五
〇
円

装
置

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

録
音

一
台

一
、
七
七
〇
円

コ
ン
ソ
ー
ル
型

再
生

一
台

一
、
四
六
〇
円

コ
ン
ソ
ー
ル
型

」

「

大
ホ
ー
ル

拡
声
装
置

一
式

五
、
九
三
〇
円

陰
マ
イ
ク
一
本
付

き

に
、

つ
り
マ
イ
ク
昇
降

一
基

八
二
〇
円

装
置

」

「

デ
ジ
タ
ル
オ
ー
デ
ィ
オ
テ

録
音

一
台

一
、
二
五
〇
円

ー
プ
デ
ッ
キ

（
Ｄ
Ａ
Ｔ
デ
ッ
キ
）

再
生

一
台

八
三
〇
円

レ
コ
ー
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー

一
台

八
三
〇
円

を

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
イ
ヤ

一
台

八
三
〇
円

ー（
Ｃ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
）

」

「

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
イ
ヤ

一
台

八
三
〇
円

ー

に
改

（
Ｃ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
）

」

改
め
、
同
表
映
写
設
備
の
項
中

「

大
ホ
ー
ル

一
六
ミ
リ
映
写
機

一
台

三
、
三
三
〇
円

ス
ク
リ
ー
ン
付
き

小
ホ
ー
ル

一
六
ミ
リ
映
写
機

一
台

二
、
○
○
〇
円

ス
ク
リ
ー
ン
付
き

を

ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

一
台

二
、
二
〇
〇
円

」

「

ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

一
台

二
、
二
〇
〇
円

に
改

」

め
、
同
表
会
議
室
・
展
示
室
用
の
項
中
「
会
議
室
・
展
示
室
用
」
を
「
多
目
的
室
用
」
に
改
め
、
同

表
そ
の
他
の
項
を
削
り
、
同
表
注
一
た
だ
し
書
を
削
る
。

別
記
様
式
第
四
号
（
そ
の
１
）
中

「

小
ホ

平
日

入
場
料
を
徴
収
し
な
い
場
合

円
円

円
円

ル
ー

千
円
以
下
の
入
場
料
を
徴
収
す

円
円

円
円

る
場
合

千
円
を
超
え
３
千
円
以
下
の
入

円
円

円
円

場
料
を
徴
収
す
る
場
合

３
千
円
を
超
え
５
千
円
以
下
の

円
円

円
円

入
場
料
を
徴
収
す
る
場
合

５
千
円
を
超
え
る
入
場
料
を
徴

円
円

円
円

収
す
る
場
合

土
曜

入
場
料
を
徴
収
し
な
い
場
合

円
円

円
円

日
、

日
曜

千
円
以
下
の
入
場
料
を
徴
収
す

円
円

円
円

日
及

る
場
合

び
休

日
千
円
を
超
え
３
千
円
以
下
の
入

円
円

円
円

場
料
を
徴
収
す
る
場
合

３
千
円
を
超
え
５
千
円
以
下
の

円
円

円
円

入
場
料
を
徴
収
す
る
場
合

５
千
円
を
超
え
る
入
場
料
を
徴

円
円

円
円

収
す
る
場
合

」

を「

」

に
改
め
、
同
様
式
（
そ
の
２
）
中
「第

１
展
示
室

」
を
「第

１
多
目
的
室

」
に
、
「第

２
展
示
室

」

を
「第

２
多
目
的
室

」
に
改
め
、

「

４
０
１
会
議
室

午
前

午
後
又
は
夜
間
１
回
に

円
、

つ
き

円
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４
０
２
会
議
室

午
前

午
後
又
は
夜
間
１
回
に

円
、

つ
き

円

４
０
３
会
議
室

午
前

午
後
又
は
夜
間
１
回
に

円
、

つ
き

円

５
０
１
会
議
室

午
前

午
後
又
は
夜
間
１
回
に

円
、

つ
き

円

５
０
２
会
議
室

５
０
３
会
議
室
又

午
前

午
後
又
は
夜
間
１
回
に

円
、

、
は
５
０
４
会
議
室

つ
き

円

５
０
５
会
議
室
又
は
５
０
６
会
議
室

午
前

午
後
又
は
夜
間
１
回
に

円
、

つ
き

円

和
室

午
前

午
後
又
は
夜
間
１
回
に

円
、

つ
き

円

第
１
リ
ハ

サ
ル
室

午
前

午
後
又
は
夜
間
１
回
に

円
ー

、
つ
き

円

」

を「

第
１
リ
ハ

サ
ル
室

午
前

午
後
又
は
夜
間
１
回
に

円
ー

、
つ
き

円

」

に
、

「

第
７
楽
屋

午
前

午
後
又
は
夜
間
１
回
に

円
、

つ
き

円

」

を「

」

に
改
め
、
同
様
式
（
そ
の
３
）
中

「

小
ホ

ル
所
作
台

１
式

円
ー

音
響
反
射
板

１
式

円

ス
ク
リ

ン
１
式

円
ー

ス
テ

ジ
マ
ッ
ト

１
式

円
ー

指
揮
台

１
式

円
指
揮
者
用
譜
面
台
付
き

」

を「

指
揮
台

１
式

円
指
揮
者
用
譜
面
台
付
き

」

に
改
め
、
同
様
式
（
そ
の
４
）
中

「

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ラ
イ
ト

１
キ
ロ

１
台

円
ワ
ッ
ト

５
０
０

１
台

円
ワ
ッ
ト

フ
ロ
ン
ト
サ
イ
ド
ス
ポ
ッ
ト

３
階

１
台

円
ラ
イ
ト

４
階

１
台

円

」

を「

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ラ
イ
ト

１
キ
ロ

１
台

円
ワ
ッ
ト

フ
ロ
ン
ト
サ
イ
ド
ス
ポ
ッ
ト

３
階

１
台

円
ラ
イ
ト

４
階

１
台

円

」

に
、

「

反
響
板
固
定
ラ
イ
ト

１
式

円

小
ホ

ル
ボ

ダ
ラ
イ
ト

１
列

円
ー

ー
ー

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト

１
列

円

シ
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
ラ

１
台

円
ー

イ
ト

ク
セ
ノ
ン
ピ
ン
ス
ポ
ッ
ト

１
台

円
ラ
イ
ト

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

１
キ
ロ

１
台

円
ン
ラ
イ
ト

ワ
ッ
ト

５
０
０

１
台

円
ワ
ッ
ト
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フ
ロ
ン
ト
サ
イ
ド
ス
ポ
ッ

１
台

円
ト
ラ
イ
ト

ア
ッ
パ

ホ
リ
ゾ
ン
ト
ラ

１
式

円
ー

イ
ト

ロ
ア

ホ
リ
ゾ
ン
ト
ラ
イ

１
台

円
ー

ト

」

を「

反
響
板
固
定
ラ
イ
ト

１
式

円

」

に
改
め
、
同
様
式
（
そ
の
５
）
中

「

大
ホ

ル
拡
声
装
置

１
式

円
陰
マ
イ
ク
一
本
付
き

ー

つ
り
マ
イ
ク
昇
降
装
置

１
基

円

小
ホ

ル
拡
声
装
置

１
式

円
陰
マ
イ
ク
一
本
付
き

ー

つ
り
マ
イ
ク
昇
降
装
置

１
基

円

テ
プ
レ
コ

ダ
録
音

１
台

円
コ
ン
ソ

ル
型

ー
ー

ー
ー

再
生

１
台

円
コ
ン
ソ

ル
型

ー

」

を「

大
ホ

ル
拡
声
装
置

１
式

円
陰
マ
イ
ク
一
本
付
き

ー

つ
り
マ
イ
ク
昇
降
装
置

１
基

円

」

に
、

「

デ
ジ
タ
ル
オ

デ
ィ
オ
テ

録
音

１
台

円
ー

ー
プ
デ
ッ
キ

（Ｄ
Ａ
Ｔ
デ
ッ

キ

）

再
生

１
台

円

レ
コ

ド
プ
レ
イ
ヤ

１
台

円
ー

ー

」

を「

」

に
、

「

大
ホ

ル
１
６
ミ
リ
映
写
機

１
台

円
ス
ク
リ

ン
付
き

ー
ー

小
ホ

ル
１
６
ミ
リ
映
写
機

１
台

円
ス
ク
リ

ン
付
き

ー
ー

ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

１
台

円
ー

」

を「

ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

１
台

円
ー

」

「

「

会
議

多
目

室
・

的
室

に
、

を

に
、

展
示

用

室
用

」

」

「

そ
の

浴
室

１
回

円

他
シ
ャ
ワ

室
１
回

円
ー

売
店
ケ

ス
１
台

円
月
額

電
気
料
は

ー
。

実
費
負
担
と
す

る
。

」

を「

」

に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
五
号
中
「印

」
を
削
る
。

「団
体

名
代
表
者
住
所

「団
体

名
フ
リ
ガ
ナ

フ
リ
ガ
ナ

別
記
様
式
第
六
号
中

を

に
改
め
、
「隔

地
払

」
を
削
る
。

代
表
者
氏
名

代
表
者
氏
名

生
年
月
日

電
話
番
号

」

電
話
番
号

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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群
馬
県
知
事
の
主
管
に
属
す
る
公
益
信
託
に
係
る
許
可
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
二
十
五
号

群
馬
県
知
事
の
主
管
に
属
す
る
公
益
信
託
に
係
る
許
可
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

群
馬
県
知
事
の
主
管
に
属
す
る
公
益
信
託
に
係
る
許
可
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
（
平
成
五
年
群

馬
県
規
則
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
五
号
中
「
、
略
歴
等
」
を
「
及
び
略
歴
等
」
に
改
め
、
「
、
印
鑑
登
録
証
明
書

及
び
身
分
証
明
書
」
を
削
り
、
同
項
第
六
号
及
び
第
七
号
中
「
、
履
歴
書
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
」

を
「
及
び
履
歴
書
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。令

和
四
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
二
十
六
号

群
馬
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
年
群
馬
県
規
則
第
七
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
二
十
一
号
（
表
）
中

「

(
1
)
前
事
業
年
度
の
役
員
報
酬
又
は
職
員
給
与
の
支
給
に
関

を

す
る
規
程

」

「

(
1
)
前
事
業
年
度
の
役
員
報
酬
又
は
職
員
給
与
の
支
給
に
関

す
る
規
程

提
出
し
な
い
場
合

に

改

最
後
に
役
員
報
酬
規
程
を
提
出
し
た
事
業
年
度

（

年
度

）

最
後
に
職
員
給
与
規
程
を
提
出
し
た
事
業
年
度

（

年
度

）

」

め
、
「

資
産
の
譲
渡
等
に
関
す
る
事
項

」
を
削
り
、
「書

類

）
」
を
「書

類
の
う
ち

資
産
の
譲

、
、

渡
等
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
除
く

）
」
に
、

。

「

①
収
益
の
源
泉
別
の
明
細

借
入
金
の
明
細
そ
の
他
の
資
金
に

、
関
す
る
事
項

を

②
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
の
料
金

条
件
そ
の
他
そ
の
内

、
容
に
関
す
る
事
項

」

「

①
収
益
の
源
泉
別
の
明
細

借
入
金
の
明
細
そ
の
他
の
資
金
に

、

に
、
「③

」

関
す
る
事
項

」

を
「②

」
に
、
「④

」
を
「③

」
に
、

「⑤
給
与
を
得
た
職
員
の
総
数
及
び
当
該
職
員
に
対
す
る
給

を

与
の
総
額
に
関
す
る
事
項

」

「④
役
員
等
に
対
す
る
報
酬
又
は
給
与
の
状
況

イ
役
員
等
に
対
す
る
報
酬
又
は
給
与
の
支
給

ロ
を
除

（

に
、

く

）

。
ロ

給
与
を
得
た
職
員
の
総
数
及
び
総
額

」

「⑥

」
を
「⑤

」
に
、
「⑦

」
を
「⑥

」
に
、
「で

主
た
る

」
を
「の

場
合

主
た
る

」
に
、

、
、

「群
馬
県
以
外

」
を
「群

馬
県

」
に
改
め
、
同
様
式
（
裏
）
中
「提

出
し
て
く
だ
さ
い

」
の
次
に

「

「
（１

）前
事
業
年
度
の
役
員
報
酬
又
は
職
員
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
程

」に
つ
い
て

提
。

、

出
し
な
い
場
合
は

「提
出
し
な
い
場
合

」に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に

「最
後
に
役
員
報
酬
規

、
、

程
を
提
出
し
た
事
業
年
度

」及
び

「最
後
に
職
員
給
与
規
程
を
提
出
し
た
事
業
年
度

」の
空
欄
に
事

業
年
度
を
記
載
し

「チ
ェ
ッ
ク
欄

」に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い

」
を
加
え
る
。

、

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
二
十
七
号

群
馬
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
群
馬
県
規
則
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
三
号
中
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
に

適
合
す
る
幅
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
に
限
る
。
以
下
「
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
」
と
い
う
。
）

又
は
」
を
削
る
。

第
九
条
の
表
一
の
項
中
「
録
音
テ
ー
プ
又
は
」
及
び
「
録
音
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
（
日
本
産
業
規
格

Ｃ
五
五
六
八
に
適
合
す
る
記
録
時
間
百
二
十
分
の
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
」
を
削
り
、

同
表
二
の
項
中
「
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
又
は
」
及
び
「
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
（
日
本
産
業
規
格
Ｃ
五
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五
八
一
に
適
合
す
る
記
録
時
間
百
二
十
分
の
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
」
を
削
り
、
同
表

三
の
項
中
「
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
又
は
」
を
削
る
。

第
十
一
条
第
一
項
の
表
一
の
項
及
び
二
の
項
中
「
限
る
」
を
「
限
り
、
五
の
項
に
該
当
す
る
場
合

を
除
く
」
に
改
め
、
同
表
中
三
の
項
か
ら
五
の
項
ま
で
を
削
り
、
同
表
六
の
項
中
「
交
付
」
の
下
に

「
（
五
の
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
表
三
の
項
と
し
、
同
表
七
の
項

中
「
交
付
」
の
下
に
「
（
五
の
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
表
四
の
項

と
し
、
同
表
八
の
項
中
「
複
写
す
る
」
を
「
複
写
に
つ
い
て
特
別
な
対
応
を
必
要
と
す
る
」
に
、

「
交
付
」
を
「
聴
取
、
視
聴
、
閲
覧
又
は
交
付
」
に
改
め
、
「
と
し
て
実
施
機
関
が
定
め
る
額
」
を

削
り
、
同
項
を
同
表
五
の
項
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
群
馬
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施

行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
さ
れ
た
開
示
請
求
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
さ
れ
た
開
示
請

求
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

群
馬
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
二
十
八
号

群
馬
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
群
馬
県
規
則
第
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
三
第
三
号
中
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二

三
に
適
合
す
る
幅
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
に
限
る
。
以
下
「
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
」
と
い

う
。
）
又
は
」
を
削
る
。

第
十
条
の
表
一
の
項
中
「
録
音
テ
ー
プ
又
は
」
及
び
「
録
音
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
（
日
本
産
業
規
格

Ｃ
五
五
六
八
に
適
合
す
る
記
録
時
間
百
二
十
分
の
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
」
を
削
り
、

同
表
二
の
項
中
「
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
又
は
」
及
び
「
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
（
日
本
産
業
規
格
Ｃ
五

五
八
一
に
適
合
す
る
記
録
時
間
百
二
十
分
の
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
」
を
削
り
、
同
表

三
の
項
中
「
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
又
は
」
を
削
る
。

第
十
三
条
第
一
項
の
表
一
の
項
及
び
二
の
項
中
「
限
る
」
を
「
限
り
、
五
の
項
に
該
当
す
る
場
合

を
除
く
」
に
改
め
、
同
表
中
三
の
項
か
ら
五
の
項
ま
で
を
削
り
、
同
表
六
の
項
中
「
交
付
」
の
下
に

「
（
五
の
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
表
三
の
項
と
し
、
同
表
七
の
項

中
「
交
付
」
の
下
に
「
（
五
の
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
表
四
の
項

と
し
、
同
表
八
の
項
中
「
複
写
す
る
」
を
「
複
写
に
つ
い
て
特
別
な
対
応
を
必
要
と
す
る
」
に
、

「
交
付
」
を
「
聴
取
、
視
聴
、
閲
覧
又
は
交
付
」
に
改
め
、
「
と
し
て
実
施
機
関
が
定
め
る
額
」
を

削
り
、
同
項
を
同
表
五
の
項
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
群
馬
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
さ
れ
た
開
示
請
求
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
さ
れ
た
開

示
請
求
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

群
馬
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
二
十
九
号

群
馬
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
群
馬
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
身
分
を
証
明
す
る
証
票
の
様
式
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
厚
生
労
働
省
の
所

管
す
る
法
律
又
は
政
令
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
携
帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証

明
書
の
様
式
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
五
号
）
別
記
様
式

の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
記
様
式
第
五
十
二
号
の
二
表
中

「

「

性
別

年
齢

歳
職
業

を

年
齢

歳
職
業

」

」

「

「

男
の
子

（

歳
・

歳

）

に
、

を

子
ど
も

（

歳

）

に
、
「そ

の
女
の
子

（

歳
・

歳

）
」

」

家
庭
に
お
け
る
地
位

年
齢
及
び
性
別

」
を
「職

業
及
び
年
齢

」
に
、

、

「

「

性
別

年
齢

歳
職
業

を

年
齢

歳
職
業

」

」

「

「

性
年

年
に
、

を

に
改
め
、
同
表
裏
中
「そ

の
家
庭
に
お

別
齢

齢

」

」

け
る
地
位

年
齢
及
び
性
別

」
を
「職

業
及
び
年
齢

」
に
改
め
、
「

男

」
を
削
る
。

、
、

「

別
記
様
式
第
六
十
三
号
中

性
別

男
・
女

生
年
月
日

を
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」

「
生
年
月
日

に
改
め
る
。

」

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
群
馬
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ

れ
て
い
る
用
紙
は
、
改
正
後
の
同
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
適
宜
補
正
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

群
馬
県
健
康
増
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
三
十
号

群
馬
県
健
康
増
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
健
康
増
進
法
施
行
細
則
（
平
成
十
五
年
群
馬
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
二
号
中
「印

」
を
削
り
、

「

学
校
・
病
院
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
老
人
福
祉
施
設
・
児
童
福
祉
施
設
・

社
会
福
祉
施
設
・
矯
正
施
設
・
寄
宿
舎
・
事
業
所
・
一
般
給
食
セ
ン
タ

・

を

ー
そ
の
他

（

）

」

「

学
校
・
病
院
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護
医
療
院
・
老
人
福
祉
施
設
・

児
童
福
祉
施
設
・
社
会
福
祉
施
設
・
矯
正
施
設
・
寄
宿
舎
・
事
業
所
・

に

一
般
給
食
セ
ン
タ

・
そ
の
他

（

）

ー

」

改
め
る
。

別
記
様
式
第
三
号
中
「印

」
を
削
り
、

「

□
学
校

□
病
院

□
介
護
老
人
保
健
施
設

□
老
人
福
祉
施
設

□
児
童
福
祉
施
設

□
社
会
福
祉
施
設

□
矯
正
施
設

□
寄
宿
舎

を

□
事
業
所

□
一
般
給
食
セ
ン
タ

□
そ
の
他

（

）

ー

」

「

□
学
校

□
病
院

□
介
護
老
人
保
健
施
設

□
介
護
医
療
院

□
老
人
福
祉
施
設

□
児
童
福
祉
施
設

□
社
会
福
祉
施
設

□
矯
正
施
設

に

□
寄
宿
舎

□
事
業
所

□
一
般
給
食
セ
ン
タ

□
そ
の
他

（

）

ー

」

改
め
る
。

別
記
様
式
第
四
号
及
び
別
記
様
式
第
七
号
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
八
号
中
「印

」
を
削
り
、

「

□
病
院

□
介
護
老
人
保
健
施
設

」

を「

□
病
院

□
介
護
老
人
保
健
施
設

□
介
護
医
療
院

」

に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
九
号
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
が
あ
る
と

き
は
、
改
正
後
の
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
適
宜
補
正
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

群
馬
県
土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
三
十
一
号

群
馬
県
土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

群
馬
県
土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
群
馬
県
規

則
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
六
価
ク
ロ
ム
の
項
中
「
○
・
○
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
を
「
○
・
○
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
に
改

め
、
「
（
日
本
産
業
規
格
Ｋ
○
一
○
二
の
」
の
下
に
「
六
十
五
・
二
・
二
及
び
」
を
加
え
る
。

別
表
第
三
六
価
ク
ロ
ム
の
項
中
「
（
日
本
産
業
規
格
Ｋ
○
一
○
二
の
」
の
下
に
「
六
十
五
・
二
・

二
及
び
」
を
加
え
る
。

別
記
様
式
第
十
一
号
中

「

六
価
ク
ロ
ム

mg
／
ℓ

0
.0
5

を
」

「

六
価
ク
ロ
ム

m
g
／
ℓ

0
.
0
2

に
改
め
る
。

」
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附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
行
っ
た
群
馬
県
土
砂
等
に
よ
る

埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
十
条
第
四
項
の
土
壌
検
査
に
つ
い
て
は
、
改
正
後

の
別
表
第
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

施
行
日
前
に
土
砂
等
の
埋
立
て
等
が
行
わ
れ
た
群
馬
県
土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
等
の
規
制
に
関

す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
群
馬
県
条
例
第
四
十
七
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
区
域
（
以
下
「
特
定
事
業
区
域
」
と
い
う
。
）
又
は
前
項
の
規
定
に

よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
土
砂
等
に
よ
り
埋
立
て
等
が
行
わ
れ
た
特
定
事
業
区

域
に
係
る
条
例
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
壌
検
査
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
別
表
第
一
及

び
別
表
第
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
別
記
様
式
第
十
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る

用
紙
は
、
当
分
の
間
、
適
宜
補
正
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

群
馬
県
ク
レ
ー
射
撃
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
三
十
二
号

群
馬
県
ク
レ
ー
射
撃
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

群
馬
県
ク
レ
ー
射
撃
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
群
馬
県
規

則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

群
馬
県
安
中
総
合
射
撃
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

第
一
条
中
「
群
馬
県
ク
レ
ー
射
撃
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
「
群
馬
県
安
中
総
合

射
撃
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中
「
使
用
承
認
申
請
」
を
「
利
用
承
認
申
請
」
に
改
め
、
同
条
中
「
射
場
に
係

る
も
の
に
あ
つ
て
は
」
を
削
り
、
「
群
馬
県
ク
レ
ー
射
撃
場
射
場
使
用
承
認
申
請
書
」
を
「
群
馬
県

安
中
総
合
射
撃
場
利
用
承
認
申
請
書
」
に
改
め
、
「
、
別
表
に
掲
げ
る
施
設
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て

は
群
馬
県
ク
レ
ー
射
撃
場
使
用
承
認
申
請
書
（
別
記
様
式
第
二
号
）
を
知
事
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削

る
。第

四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
利
用
の
承
認
）

第
四
条

指
定
管
理
者
は
、
前
条
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
群
馬
県
安
中
総
合
射
撃
場
利
用
承
認
書

（
別
記
様
式
第
二
号
）
（
以
下
「
承
認
書
」
と
い
う
。
）
を
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
利
用
の
変
更
又
は
取
消
し
）

第
五
条

利
用
者
は
、
前
条
の
承
認
を
得
た
事
項
を
変
更
し
、
又
は
利
用
の
取
消
し
を
し
よ
う
と
す

変
更

る
と
き
は
、
群
馬
県
安
中
総
合
射
撃
場
利
用

承
認
申
請
書
（
別
記
様
式
第
三
号
）
に
前
条
の

取
消

規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
承
認
書
を
添
え
て
、
指
定
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
用
料
金
）

第
六
条

指
定
管
理
者
は
、
条
例
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
料
金
の
額
を
定
め
る

場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
の
承
認
を
得
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
群
馬
県
安
中
総

合
射
撃
場
利
用
料
金
承
認
申
請
書
（
別
記
様
式
第
四
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
群
馬
県
安
中
総
合
射
撃
場
利
用
料
金
承
認
書
（
別
記

様
式
第
五
号
）
を
指
定
管
理
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
使
用
料
」
を
「
利
用
料
金
」
に
改
め
、
同
条
中
「
、
使
用
料
」
を
「
利
用

料
金
」
に
、
「
群
馬
県
ク
レ
ー
射
撃
場
使
用
料
返
還
申
請
書
（
別
記
様
式
第
七
号
）
に
第
五
条
の
そ

れ
ぞ
れ
の
」
を
「
群
馬
県
安
中
総
合
射
撃
場
利
用
料
金
返
還
申
請
書
（
別
記
様
式
第
六
号
）
に
第
四

条
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
」
に
、
「
知
事
」
を
「
、
指
定
管
理
者
」
に
改
め
る
。

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
利
用
料
金
の
減
免
）

第
八
条

条
例
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
利
用
料
金
の
減
額
又
は
免
除
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

捕
獲
の
担
い
手
の
確
保
及
び
育
成
並
び
に
狩
猟
の
事
故
及
び
違
反
防
止
を
目
的
と
し
て
県
又

は
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
参
加
す
る
と
き
。

二

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
猟
友
会
、
同
会
支
部
若
し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
団
体
又
は
県
内
に
住

所
を
有
す
る
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
（
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
八
条
の
五
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
認

定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
を
い
う
。
）
が
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律

第
六
号
）
第
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
に
関
す
る
技
能
の
維
持
向

上
の
た
め
の
研
修
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

三

県
内
の
捕
獲
隊
（
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が

定
め
た
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
計
画
に
お
い
て
定
め
ら

れ
た
捕
獲
隊
を
い
う
。
）
又
は
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
（
同
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
い
う
。
）
に
属
す
る
者
が
、
射
撃
技
術
向
上
又
は
狩
猟
事
故
及
び
違
反

の
防
止
を
図
る
た
め
の
研
修
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
（
当
該
研
修
へ
の
参
加
者
が
、
そ
の
参
加

に
つ
い
て
市
町
村
の
推
薦
を
受
け
て
い
る
と
き
に
限
る
。
）
。

四

そ
の
他
知
事
が
特
に
必
要
と
認
め
た
と
き
。

２

条
例
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
利
用
料
金
の
減
額
又
は
免
除
は
、
条
例
別
表
第
一
に
規
定

す
る
利
用
料
金
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
利
用
料
金
の
減
額
又
は
免
除
の
額
は
、
知
事
の
承
認
を

受
け
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
は
、
群
馬
県

安
中
総
合
射
撃
場
利
用
料
金
減
免
基
準
承
認
申
請
書
（
別
記
様
式
第
七
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

知
事
は
、
前
項
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
群
馬
県
安
中
総
合
射
撃
場
利
用
料
金
減
免
基
準
承
認
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書
（
別
記
様
式
第
八
号
）
を
指
定
管
理
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５

条
例
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
利
用
料
金
の
減
額
又
は
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

群
馬
県
安
中
総
合
射
撃
場
利
用
料
金
減
免
申
請
書
（
別
記
様
式
第
九
号
）
正
副
二
通
を
指
定
管
理

者
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
申
請
書
の

副
本
に
承
認
印
を
押
し
、
こ
れ
を
利
用
料
金
の
減
額
又
は
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
交
付
す

る
も
の
と
す
る
。

別
表
を
削
る
。

別
記
様
式
第
一
号
中
「あ

て

」
を
「宛

て

」
に
、
「群

馬
県
ク
レ

射
撃
場
射
場
使
用
承
認
申
請

ー

書

」
を
「群

馬
県
安
中
総
合
射
撃
場
利
用
承
認
申
請
書

」
に
、
「生

年
月
日
・
性
別

・

」
を
「生

年
月
日

」
に
、
「射

場
の
使
用

」
を
「射

撃
場
の
利
用

」
に
、
「使

用
年
月

日

」
を
「利

用
年
月
日

」
に
、

「

使
用
銃
器
許
可
番
号

第
号

使
用

人
員

人

使
用

料
円

※承
認
条
件

※

年
月

日

上
記
の
と
お
り
承
認

し
使
用
料
を
収
納
し

て
よ
ろ
し
い
か
。

」

を「

利
用

時
間

時
分

時
分

～

使
用
銃
器
許
可
番
号

第
号

利
用

人
員

人

利
用

施
設

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

空
気
銃

（プ
リ
チ
ャ

ジ
式

そ
れ
以
外

）

ー

（該
当
す
る
も
の
に

○
）

大
口
径
ラ
イ
フ
ル

小
口
径
ラ
イ
フ
ル

散
弾
銃

（ス
ラ
ッ
グ
弾

）

利
用

料
金

円

※利
用
条
件

」

に
改
め
、
同
様
式
注
１
中
「別

記
様
式
第
３
号

」
を
「別

記
様
式
第
２
号

」
に
改
め
、
同
様
式
別
紙

中
「群

馬
県
ク
レ

射
撃
場
射
場
使
用
者
名
簿

」
を
「群

馬
県
安
中
総
合
射
撃
場
利
用
者
名
簿

」
に

ー

改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
号
を
削
る
。

別
記
様
式
第
三
号
中
「群

馬
県
ク
レ

射
撃
場
射
場
使
用
承
認
書

（使
用
料
領
収
書

）
」
を
「群

ー

馬
県
安
中
総
合
射
撃
場
利
用
承
認
書

（利
用
料
金
領
収
書

）
」
に
、
「生

年
月
日
・
性
別

・

」
を
「生

年
月
日

」
に
、

「次
の
と
お
り
射
場
の
使
用
を
承
認
す
る
。

を

指
定
管
理
者

印

」

「次
の
と
お
り
射
撃
場
の
利
用
を
承
認
す
る

」
に
、

。

「使
用
年
月
日

」
を
「利

用
年
月
日

」
に
、

「

使
用
銃
器
許
可
番
号

第
号

使
用

人
員

人

使
用

料
円

」

を「

利
用

時
間

時
分

時
分

～

使
用
銃
器
許
可
番
号

第
号

利
用

人
員

人

利
用

施
設

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

空
気
銃

（プ
リ
チ
ャ

ジ
式

そ
れ
以
外

）

ー

（該
当
す
る
も
の
に

○
）

大
口
径
ラ
イ
フ
ル

小
口
径
ラ
イ
フ
ル

散
弾
銃

（ス
ラ
ッ
グ
弾

）

利
用

料
金

円

」

に
、
「承

認
条
件

」
を
「利

用
条
件

」
に
、
「使

用
料
と
し
て

」
を
「利

用
料
金
と
し
て

」
に
改
め
、

同
様
式
を
別
記
様
式
第
二
号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
四
号
を
削
る
。

「

変
更

「

別
記
様
式
第
五
号
中

群
馬
県
ク
レ

射
撃
場
射
場
使
用

承
認
申
請
書

を

群
馬
県
安
中

ー
取
消

」

変
更

総
合
射
撃
場
利
用

承
認
申
請
書

に
、
「あ

て

」
を
「宛

て

」
に
、
「生

年
月
日
・
性
別

取
消

」

・

」
を
「生

年
月
日

」
に
、
「使

用
承
認
年
月
日

」
を
「利

用
承
認
年
月
日

」

「群
馬
県
ク
レ

射
撃
場
射
場
使
用
承
認
書

ー

に
、

を
「群

馬
県
安
中
総
合
射
撃
場
利
用
承
認
書

（利

（使
用
料
領
収
書

）

」

用
料
金
領
収
書

）
」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
三
号
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を

加
え
る
。
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別記様式第４号（規格Ａ４）（第６条関係）

群馬県安中総合射撃場利用料金承認申請書

群馬県知事 宛て

年 月 日

指定管理者

所在地

名 称

代表者

群馬県安中総合射撃場の設置及び管理に関する条例第１２条の２第２項の規定に

より、下記のとおり利用料金を決定（変更）したいので、申請します。

記

区 分 単 位 金 額

ライフル射撃場 空気銃（プリチ １人２時間まで 円
ャージ式空気銃
を除く。）を使 超過時間１時間までごとに 円
用する場合

プリチャージ式 １人２時間まで 円
空気銃を使用す
る場合 超過時間１時間までごとに 円

ライフル銃を使 １人２時間まで 円
用する場合

超過時間１時間までごとに 円

散弾銃を使用す １人２時間まで 円
る場合

超過時間１時間までごとに 円

上記利用料金の適用日

年 月 日利用承認分から適用する。

令和４年３月３１日（木） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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別記様式第５号（規格Ａ４）（第６条関係）

第 － 号

年 月 日

指定管理者 様

群馬県知事 印

群馬県安中総合射撃場利用料金承認書

指定管理者 より 年 月 日付けにて申請のあった利用料金につい

て、申請のとおり承認します。

令和４年３月３１日（木） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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別
記
様
式
第
六
号
を
削
る
。

別
記
様
式
第
七
号
中
「群

馬
県
ク
レ

射
撃
場
使
用
料
返
還
申
請
書

」
を
「群

馬
県
安
中
総
合
射

ー

撃
場
利
用
料
金
返
還
申
請
書

」
に
、
「群

馬
県
知
事

あ
て

」
を
「指

定
管
理
者

宛

て
」
に
改
め
、
「印

」
を
削
り
、
「生

年
月
日
・
性
別

・

」
を
「生

年
月

日
」
に
、
「使

用
料
を

」
を
「利

用
料
金
を

」
に
、
「群

馬
県
ク
レ

射
撃
場
使
用
料
の

」
を
「群

ー

馬
県
安
中
総
合
射
撃
場
利
用
料
金
の

」
に
、
「群

馬
県
ク
レ

射
撃
場
射
場
使
用
承
認
書

（使
用
料

ー

領
収
書

）
」
を
「群

馬
県
安
中
総
合
射
撃
場
利
用
承
認
書

（利
用
料
金
領
収
書

）
」
に
改
め
、
「又

は
群
馬
県
ク
レ

射
撃
場
使
用
承
認
書

」
を
削
り
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
六
号
と
し
、
同
様
式
の

ー

次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

令和４年３月３１日（木） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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別記様式第７号（規格Ａ４）（第８条関係）

群馬県安中総合射撃場利用料金減免基準承認申請書

群馬県知事 宛て

年 月 日

指定管理者

所在地

名 称

代表者

群馬県安中総合射撃場の設置及び管理に関する条例第１４条の２の規定により、

下記のとおり減免基準を決定（変更）したいので、申請します。

記

項 目
（群馬県安中総合射撃場の設置及び管理に関する 減免額等
条例施行規則第８条第１項各号）

１ 捕獲の担い手の確保及び育成並びに狩猟の事
故及び違反防止を目的として県又は市町村が実
施する事業に参加するとき。

２ 一般社団法人群馬県猟友会、同会支部若しく
はこれに類する団体又は県内に住所を有する認
定鳥獣捕獲等事業者が、銃砲刀剣類所持等取締
法第１０条の２第２項に規定する猟銃の操作及
び射撃に関する技能の維持向上のための研修を
しようとするとき。

３ 県内の捕獲隊又は鳥獣被害対策実施隊に属す
る者が、射撃技術向上又は狩猟事故及び違反の
防止を図るための研修をしようとするとき（当
該研修の参加者が、その参加について市町村の
推薦を受けているときに限る。）。

４ その他知事が特に必要と認めたとき。

上記減免基準の適用日
年 月 日利用承認分から適用する。

令和４年３月３１日（木） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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別
記
様
式
第
八
号
中
「群

馬
県
ク
レ

射
撃
場
使
用
料
減
免
申
請
書

」
を
「群

馬
県
安
中
総
合
射

ー

撃
場
利
用
料
金
減
免
申
請
書

」
に
、
「群

馬
県
知
事

あ
て

」
を
「指

定
管
理
者

宛
て

」
に
、

「生
年
月
日
・
性
別

・

」
を
「生

年
月
日

」
に
、
「使

用
料
を

」
を
「利

用
料
金
を

」
に
、
「使

用
年
月
日

」
を
「利

用
年
月
日

」
に
、

「

研
修
会
等
の
名
称

使
用
目
的
及
び
内
容

申
請

理
由

」

を「

利
用

時
間

時
分

時
分

～

事
業

名
称

実
施

内
容

該
当
す
る
番
号
に
○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

１
捕
獲
の
担
い
手
の
確
保
及
び
育
成
並
び
に
狩
猟
の
事
故
及
び

違
反
防
止
を
目
的
と
し
て
県
又
は
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に

参
加
す
る
た
め
。

２
一
般
社
団
法
人
群
馬
県
猟
友
会

同
会
支
部
若
し
く
は
こ
れ

、
に
類
す
る
団
体
又
は
県
内
に
住
所
を
有
す
る
認
定
鳥
獣
捕
獲
等

事
業
者
が

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
１
０
条
の
２
第
２

、
項
に
規
定
す
る
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
に
関
す
る
技
能
の
維
持

申
請

理
由

向
上
の
た
め
の
研
修
を
し
よ
う
と
す
る
た
め
。

３
県
内
の
捕
獲
隊
又
は
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
属
す
る
者

が
射
撃
技
術
向
上
又
は
狩
猟
事
故
及
び
違
反
の
防
止
を
図
る

、
た
め
の
研
修
を
し
よ
う
と
す
る
た
め

（当
該
研
修
の
参
加
者

が
そ
の
参
加
に
つ
い
て
市
町
村
の
推
薦
を
受
け
て
い
る
と
き

、
に
限
る

）

。
。

４
そ
の
他

（減
免
申
請
理
由
を
具
体
的
に
御
記
入
く
だ
さ

い

）

。

」

に
、
「減

免
使
用
料

」
を
「減

免
利
用
料
金

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
九
号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
七
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

令和４年３月３１日（木） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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別記様式第８号（規格Ａ４）（第８条関係）

第 － 号

年 月 日

指定管理者 様

群馬県知事 印

群馬県安中総合射撃場利用料金減免基準承認書

指定管理者 より 年 月 日付けにて申請のあった利用料金減免基

準について、申請のとおり承認します。

令和４年３月３１日（木） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
三
十
三
号

群
馬
県
畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

三
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
（
令
和
三
年
農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
令
第
六
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
の

施
行
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
法
及
び
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に

よ
る
。

（
畜
舎
建
築
利
用
計
画
の
認
定
に
係
る
審
査
の
事
務
）

第
三
条

法
第
三
条
第
一
項
の
認
定
又
は
法
第
四
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
に
係
る
審
査
の
事
務

の
う
ち
、
法
第
三
条
第
三
項
第
四
号
（
法
第
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
部
分
の
審
査
は
、
省
令
第
六
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
二
十
一
に
規
定
す
る
指
定
確

認
検
査
機
関
（
以
下
「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
と
い
う
。
）
が
行
う
。

２

法
第
三
条
第
一
項
の
認
定
又
は
法
第
四
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
（
特
例
畜
舎
等
の
畜
舎
建
築

利
用
計
画
に
係
る
こ
れ
ら
の
認
定
を
除
く
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
定
を
受
け
よ
う
と

す
る
畜
舎
建
築
利
用
計
画
（
法
第
三
条
第
三
項
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
審
査
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

３

指
定
確
認
検
査
機
関
は
、
前
項
の
審
査
の
結
果
、
当
該
審
査
に
係
る
畜
舎
建
築
利
用
計
画
が
法

第
三
条
第
三
項
第
四
号
に
適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
審
査
を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ
の

旨
を
示
す
書
面
（
以
下
「
適
合
証
」
と
い
う
。
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
書
）

第
四
条

省
令
第
六
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
書
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一

特
例
畜
舎
等
以
外
の
畜
舎
等
に
つ
い
て
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
が
交
付
す
る
適
合
証

二

特
例
畜
舎
等
で
あ
っ
て
省
令
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

第
七
条
第
二
項
の
認
定
通
知
書
の
写
し

三

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
も
の

（
知
事
が
不
要
と
認
め
る
図
書
）

第
五
条

省
令
第
六
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
不
要
と
認
め
る
図
書
は
、
適
合
証
を
添

え
て
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
省
令
別
表
第
二

の
項
及
び
別
表
第
三
か
ら
別

表
第
八
ま
で
に
掲
げ
る
図
書
と
す
る
。

（
申
請
書
の
提
出
部
数
）

第
六
条

省
令
第
六
十
四
条
第
一
項
又
は
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
提
出
す
る
申

請
書
の
正
本
及
び
副
本
の
部
数
は
、
正
本
一
部
、
副
本
一
部
（
特
例
畜
舎
等
以
外
の
畜
舎
等
に
係

る
申
請
書
に
あ
っ
て
は
、
正
本
一
部
、
副
本
二
部
）
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り

添
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
図
書
（
前
条
に
規
定
す
る
知
事
が
不
要
と
認
め
る
図
書
を
除

く
。
）
を
添
え
る
も
の
と
す
る
。

（
接
道
の
認
定
）

第
七
条

省
令
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
接
道
認
定
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
認
定
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
）
の
正
本
一

部
及
び
副
本
一
部
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

付
近
見
取
図

二

配
置
図

三

各
階
平
面
図

四

二
面
以
上
の
立
面
図

五

断
面
図

六

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
も
の

２

知
事
は
、
前
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
認
定
通
知
書
（
別
記
様
式
第
二
号
）
に
同
項
の
申
請

書
の
副
本
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
さ
れ
た
図
書
を
含
む
。
）
を
添
え
て
、
接
道
認
定
申
請
者

に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３

知
事
は
、
第
一
項
の
認
定
を
し
な
い
と
き
は
、
接
道
認
定
申
請
者
に
対
し
、
不
認
定
通
知
書

（
別
記
様
式
第
三
号
）
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
申
請
の
取
下
げ
）

第
八
条

法
第
三
条
第
一
項
の
認
定
、
法
第
四
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
、
法
第
六
条
第
二
項
た
だ

し
書
の
規
定
に
よ
る
認
定
又
は
省
令
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
申
請
し
た
者
は
、

こ
れ
ら
の
申
請
を
取
り
下
げ
る
と
き
は
、
取
下
げ
届
出
書
（
別
記
様
式
第
四
号
）
を
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
表
）

第
九
条

省
令
第
七
十
一
条
第
三
項
又
は
第
七
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
利
用
状
況
の
報
告
）

第
十
条

省
令
第
九
十
一
条
に
規
定
す
る
知
事
の
定
め
る
日
は
、
令
和
四
年
六
月
三
十
日
か
ら
起
算

し
て
五
年
を
経
過
す
る
ご
と
の
日
と
す
る
。

（
建
築
等
又
は
利
用
の
取
り
や
め
）

第
十
一
条

認
定
計
画
実
施
者
は
、
認
定
畜
舎
建
築
利
用
計
画
に
基
づ
く
畜
舎
等
の
建
築
等
又
は
利

用
を
取
り
や
め
る
と
き
は
、
取
り
や
め
届
出
書
（
別
記
様
式
第
五
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

令和４年３月３１日（木） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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（
書
類
の
経
由
）

第
十
二
条

法
、
省
令
及
び
こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
提
出
す
る
書
類
は
、
畜
舎
等
に
係
る

敷
地
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
農
業
事
務
所
長
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
農
業
事

務
所
長
を
経
由
し
な
い
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年３月３１日（木） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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別 記様式第１号（規格Ａ４）（第７条関係）

認定申請書

年 月 日

群馬県知事 宛て

申 請 者 の 住 所 又 は

主たる事務所の所在地

申請者の氏名又は名称

申 請 者 の 連 絡 先

代 表 者 の 氏 名

畜舎等の建築等及 び利用の特例に関する法律施行規則第４８条第２項の規定による

認定を申請します。この申請書及び添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。

記

１ 申請者の概要

(1) 氏 名又は名称及び法人にあっては、その代表者の氏名

(2) 住 所又は主たる事務所の所在地

(3) 連 絡先

２ 設計者の概要

(1) 資 格 （ ）建築士 （ ）登録第 号

(2) 氏 名

(3) 建 築士事務所名 （ ）建築士事務所（ ）知事登録第 号

(4) 所 在地

(5) 連 絡先

３ 畜舎等及び畜舎等の敷地に関する事項

(1) 工 事施工地又は所在地

(2) 区 域、地域、地区又は街区

(3) 道 路

① 幅員

②敷地と接地している部分の長さ

(4) 敷 地面積

①敷地面積

②畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律施行規則第４５条に規定する畜舎

等の建蔽率

③敷地に建築可能な建築面積を敷地面積で除した数値

(5) 畜 舎等の種類

□飼養施設 □搾乳施設 □集乳施設 □堆肥舎

(6) 工 事種類

□新築 □増築 □改築 □柱を撤去する行為 □模様替

(7) 建 築面積

①建築面積 （申請部分 ㎡）（申請以外の部分 ㎡）（合計 ㎡）

②建蔽率

(8) 床 面積 （申請部分 ㎡）（申請以外の部分 ㎡）（合計 ㎡）

令和４年３月３１日（木） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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令和４年３月３１日（木） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）

(9) 申 請に係る畜舎等の数

(10)工 事着手予定年月日

(11)工 事完了予定年月日

(12)備 考

４ 畜舎等別の構造及び設備の概要

(1) 番 号

(2) 工 事種類

□新築 □増築 □改築 □柱を撤去する行為 □模様替

(3) 構 造 造 一部 造

□Ａ構造畜舎等 □Ｂ構造畜舎等

(4) 高 さ ｍ

(5) 備 考
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別 記様式第２号（規格Ａ４）（第７条関係）

群馬県指令第 号

認 定 通 知 書

年 月 日付けで申請のあった認定申請について、畜舎等の建築等及び利

用の特例に関する法 律施行規則第４８条第２項の規定に基づき、下記のとおり認定す

る。

記

１ 認定に係る畜舎等の工事施工地又は所在地

２ 認定に係る畜舎等の種類

年 月 日

群馬県知事 印

令和４年３月３１日（木） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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別 記様式第３号（規格Ａ４）（第７条関係）

第 号

年 月 日

殿

群馬県知事 印

不 認 定 通 知 書

年 月 日 付 け で 申 請 の あ っ た 認 定 申 請 に つ い て 、 下 記 の 理 由 に よ り 認 定

しないものとします。

記

不認定の理由

［教示］

この処分に対して 不服があるときは、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）

の規定により、この 処分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内に、

群馬県知事に対して 審査請求をすることができます（なお、処分があったことを知っ

た日の翌日から起算 して３か月以内であっても、処分の日の翌日から起算して１年を

経 過 し た 場 合 に は 、 正 当 な 理 由 が な い 限 り 、 審 査 請 求 を す る こ と が で き な く な り ま

す。）。

また、この処分に対して取消しを求める訴訟を提起する場合は、行政事件訴訟法（昭

和３７年法律第１３ ９号）の規定により、この処分があったことを知った日の翌日か

ら起算して６か月以内に、群馬県を被告として（訴訟において群馬県を代表する者は、

群 馬 県 知 事 と な り ま す 。）、 処 分 の 取 消 し の 訴 え を 提 起 す る こ と が で き ま す （ な お 、

処分があったことを 知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、処分の日の

翌日から起算して１ 年を経過した場合には、正当な理由がない限り、処分の取消しの

訴えを提起することができなくなります。）。

令和４年３月３１日（木） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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別 記様式第４号（規格Ａ４）（第８条関係）

取 下 げ 届 出 書

年 月 日

群馬県知事 宛て

届 出 者 の 住 所 又 は

主たる事務所の所在地

届出者の氏名又は名称

届 出 者 の 連 絡 先

代 表 者 の 氏 名

下記の申請を取り下げたいので、届け出ます。

記

１ 申請の種類

□畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律第３条第１項の認定

□畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律第４条第１項の変更の認定

□畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律第６条第２項ただし書の規定によ

る認定

□畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律施行規則第４８条第２項の規定に

よる認定

２ 申請年月日

３ 取下げの理由

４ 備考

注 申請の種類については、該当する□に✓印を付けること。

令和４年３月３１日（木） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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別 記様式第５号（規格Ａ４）（第１１条関係）

取 り や め 届 出 書

年 月 日

群馬県知事 宛て

届 出 者 の 住 所 又 は

主たる事務所の所在地

届出者の氏名又は名称

届 出 者 の 連 絡 先

代 表 者 の 氏 名

認定畜舎建築利用計画に基づく畜舎等の建築等（利用）を取りやめたいので、下記の

とおり届け出ます。

記

１ 畜舎建築利用計画の認定番号及び認定年月日

２ 取りやめの年月日

３ 取りやめの理由

４ 備考

令和４年３月３１日（木） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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群
馬
県
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
三
十
四
号

群
馬
県
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
三
年
群
馬
県
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
身
分
証
明
書
（
別
記
様
式
第
一
号
）
」
を
「
、
国
土
交
通
省
の
所
管
す
る
法

律
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
携
帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
の
特
例
に

関
す
る
省
令
（
令
和
三
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
八
号
）
別
記
様
式
の
例
に
よ
る
も
の
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
１
号

削
除

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
改
正
前
の
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
身
分
証
明
書
は
、
改

正
後
の
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
身
分
証
明
書
と
み
な
す
。

群
馬
県
開
発
行
為
等
の
規
制
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
三
十
五
号

群
馬
県
開
発
行
為
等
の
規
制
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
開
発
行
為
等
の
規
制
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
群
馬
県
規
則
第
四
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
中
「
別
記
様
式
第
二
十
五
号
」
を
「
国
土
交
通
省
の
所
管
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ

く
立
入
検
査
等
の
際
に
携
帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
令

和
三
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
八
号
）
別
記
様
式
の
例
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
２
５
号

削
除

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
改
正
前
の
別
記
様
式
第
二
十
五
号
に
よ
る
身
分
証
明
書
は
、

改
正
後
の
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
身
分
証
明
書
と
み
な
す
。

訓

令

■
群
馬
県
訓
令
甲
第
八
号

県

庁

地
域
機
関

専
門
機
関

群
馬
県
職
員
倫
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
職
員
倫
理
規
程

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
職
務
の
執
行
の
公
正
さ
に
対
す
る
県
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ
う
な
行

為
等
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
公
務
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
職
員
が
官
民
共
創
を
推
進
す
る
た
め
に
事
業
者
等
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
等
）

第
二
条

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
「
職
員
」
と
は
、
知
事
の
事
務
部
局
及
び
労
働
委
員
会
事
務
局
に

勤
務
す
る
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す

る
一
般
職
に
属
す
る
職
員
を
い
う
。

２

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
「
管
理
職
員
」
と
は
、
群
馬
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二

十
六
年
群
馬
県
条
例
第
五
十
五
号
）
第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
管
理
職
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職

員
を
い
う
。

３

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
「
事
業
者
等
」
と
は
、
法
人
（
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者

又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
団
体
及
び
事
業
を
行
う
個
人
（
当
該
事

業
の
利
益
の
た
め
に
す
る
行
為
を
行
う
場
合
に
お
け
る
個
人
に
限
る
。
）
を
い
う
。

４

こ
の
規
程
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
等
の
利
益
の
た
め
に
す
る
行
為
を
行
う
場
合

に
お
け
る
役
員
、
従
業
員
、
代
理
人
そ
の
他
の
者
は
、
前
項
の
事
業
者
等
と
み
な
す
。

５

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
「
利
害
関
係
者
」
と
は
、
職
員
が
職
務
と
し
て
携
わ
る
次
の
各
号
に
掲

げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う
。
た
だ
し
、
職
員
の
職
務
と
の
利
害

関
係
が
潜
在
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
者
又
は
職
員
の
裁
量
の
余
地
が
少
な
い
職
務
に
関
す
る
者
と

し
て
知
事
が
別
に
定
め
る
者
を
除
く
。

一

許
認
可
等
（
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
許

認
可
等
及
び
群
馬
県
行
政
手
続
条
例
（
平
成
七
年
群
馬
県
条
例
第
四
十
四
号
）
第
二
条
第
四
号

に
規
定
す
る
許
認
可
等
を
い
う
。
）
を
す
る
事
務

当
該
許
認
可
等
を
受
け
て
事
業
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
等
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
者
等
と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、

当
該
許
認
可
等
の
申
請
を
し
て
い
る
事
業
者
等
又
は
個
人
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
者
等
と

み
な
さ
れ
る
者
を
除
く
。
以
下
「
特
定
個
人
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
許
認
可
等
の
申
請
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
事
業
者
等
又
は
特
定
個
人

二

補
助
金
等
（
群
馬
県
補
助
金
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
群
馬
県
規
則
第
六
十
八
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号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
補
助
金
等
を
い
う
。
）
を
交
付
す
る
事
務

当
該
補
助
金
等

（
当
該
補
助
金
等
を
直
接
に
そ
の
財
源
の
全
部
又
は
一
部
と
す
る
同
条
第
三
項
に
掲
げ
る
間
接

補
助
金
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
交
付
を
受
け
て
当
該
交
付
の
対
象
と

な
る
事
務
又
は
事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
等
又
は
特
定
個
人
、
当
該
補
助
金
等
の
交
付
の
申

請
を
し
て
い
る
事
業
者
等
又
は
特
定
個
人
及
び
当
該
補
助
金
等
の
交
付
の
申
請
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
事
業
者
等
又
は
特
定
個
人

三

立
入
検
査
、
監
査
又
は
監
察
（
法
令
（
条
例
及
び
規
則
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に

基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
検
査
等
」
と
い
う
。
）
を
す
る
事
務

当
該
検
査
等

を
受
け
る
事
業
者
等
又
は
特
定
個
人

四

不
利
益
処
分
（
行
政
手
続
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
不
利
益
処
分
及
び
群
馬
県
行
政
手

続
条
例
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
不
利
益
処
分
を
い
う
。
）
を
す
る
事
務

当
該
不
利
益
処

分
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
不
利
益
処
分
の
名
あ
て
人
と
な
る
べ
き
事
業
者
等
又

は
特
定
個
人

五

行
政
指
導
（
群
馬
県
行
政
手
続
条
例
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
行
政
指
導
を
い
う
。
）
を

す
る
事
務

当
該
行
政
指
導
に
よ
り
現
に
一
定
の
作
為
又
は
不
作
為
を
求
め
ら
れ
て
い
る
事
業

者
等
又
は
特
定
個
人

六

群
馬
県
が
所
掌
す
る
事
務
の
う
ち
事
業
の
発
達
、
改
善
及
び
調
整
に
関
す
る
事
務
（
前
各
号

に
掲
げ
る
事
務
を
除
く
。
）

当
該
事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
等

七

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

契
約
に
関
す
る
事
務

当
該
契
約
を
締
結
し
て
い
る
事
業
者
等
、
当
該
契
約
の
申
込
み
を
し
て

い
る
事
業
者
等
及
び
当
該
契
約
の
申
込
み
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
事
業

者
等

八

入
札
（
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争

入
札
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
事
務

当
該
入
札
に
参
加
す
る
た

め
に
必
要
な
資
格
を
有
す
る
事
業
者
等
（
過
去
三
年
間
に
職
員
が
職
務
と
し
て
携
わ
る
事
務
に

係
る
入
札
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

６

職
員
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
異
動
前
の
職
に
係
る
当
該
職
員
の
利
害
関
係
者

で
あ
っ
た
者
が
、
異
動
後
引
き
続
き
当
該
職
に
係
る
他
の
職
員
の
利
害
関
係
者
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
利
害
関
係
者
で
あ
っ
た
者
は
、
当
該
異
動
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
間
（
当
該
期
間
内
に
、

当
該
利
害
関
係
者
で
あ
っ
た
者
が
当
該
職
に
係
る
他
の
職
員
の
利
害
関
係
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

は
、
そ
の
日
ま
で
の
間
）
は
、
当
該
異
動
が
あ
っ
た
職
員
の
利
害
関
係
者
で
あ
る
も
の
と
み
な
す
。

７

他
の
職
員
の
利
害
関
係
者
が
、
職
員
を
し
て
そ
の
職
に
基
づ
く
影
響
力
を
当
該
他
の
職
員
に
行

使
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
自
己
の
利
益
を
図
る
た
め
そ
の
職
員
と
接
触
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
他
の
職
員
の
利
害
関
係
者
は
、
そ
の
職
員
の
利
害
関
係
者
で
も
あ
る
も

の
と
み
な
す
。

（
倫
理
行
動
規
準
）

第
三
条

職
員
は
、
群
馬
県
職
員
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
か
つ
、
そ
の
使
命
を
自
覚
し
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
そ
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
を
図
る
た
め
に
遵
守
す
べ
き
規
準
と
し
て
、
行
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

職
員
は
、
県
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
り
、
県
民
の
一
部
に
対
し
て
の
み
の
奉
仕
者
で
は
な
い

こ
と
を
自
覚
し
、
職
務
上
知
り
得
た
情
報
に
つ
い
て
県
民
の
一
部
に
対
し
て
の
み
有
利
な
取
扱

い
を
す
る
等
県
民
に
対
し
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
ず
、
常
に
公
正
な
職
務
の
執

行
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

二

職
員
は
、
常
に
公
私
の
別
を
明
ら
か
に
し
、
い
や
し
く
も
そ
の
職
務
や
地
位
を
自
ら
や
自
ら

の
属
す
る
組
織
の
た
め
の
私
的
利
益
の
た
め
に
用
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

三

職
員
は
、
法
令
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
権
限
の
行
使
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
権
限
の
行
使
の
対

象
と
な
る
者
か
ら
の
贈
与
等
を
受
け
る
こ
と
等
の
県
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ
う
な
行
為
を

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

四

職
員
は
、
職
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
法
令
若
し
く
は
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
、

又
は
公
正
な
職
務
の
遂
行
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
求
め
る
要
求
に
応
じ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
。

五

職
員
は
、
職
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
の
利
益
の
増
進
を
目
指
し
、
全
力
を
挙
げ
て

こ
れ
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

六

職
員
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
他
の
者
を
不
快
に
さ
せ
る
職
場
に
お
け
る
性

的
な
言
動
及
び
職
員
が
他
の
職
員
を
不
快
に
さ
せ
る
職
場
外
に
お
け
る
性
的
な
言
動
を
い

う
。
）
、
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
職
務
に
関
す
る
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
て
行
わ
れ

る
、
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
る
言
動
で
あ
っ
て
、
職
員
又
は
職
員
が
業
務
上
の

関
係
を
有
す
る
職
員
以
外
の
者
に
精
神
的
若
し
く
は
身
体
的
な
苦
痛
を
与
え
、
こ
れ
ら
の
者
の

人
格
若
し
く
は
尊
厳
を
害
し
、
又
は
職
員
の
勤
務
環
境
を
害
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
な
も
の
を

い
う
。
）
そ
の
他
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

七

職
員
は
、
職
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
障
害
の
有
無
等
を
理
由
と

す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

八

職
員
は
、
勤
務
時
間
外
に
お
い
て
も
、
自
ら
の
行
動
が
公
務
の
信
用
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

を
常
に
認
識
し
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（
禁
止
行
為
）

第
四
条

職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

一

利
害
関
係
者
か
ら
金
銭
、
物
品
又
は
不
動
産
の
贈
与
（
せ
ん
別
、
祝
儀
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
も
の
と
し
て
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
を
受
け
る
こ
と
。

二

利
害
関
係
者
か
ら
金
銭
の
貸
付
け
（
業
と
し
て
行
わ
れ
る
金
銭
の
貸
付
け
に
あ
っ
て
は
、
無

利
子
の
も
の
又
は
利
子
の
利
率
が
著
し
く
低
い
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
る
こ
と
。

三

利
害
関
係
者
か
ら
又
は
利
害
関
係
者
の
負
担
に
よ
り
、
無
償
で
物
品
又
は
不
動
産
の
貸
付
け

を
受
け
る
こ
と
。

四

利
害
関
係
者
か
ら
又
は
利
害
関
係
者
の
負
担
に
よ
り
、
無
償
で
役
務
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
。

五

利
害
関
係
者
か
ら
未
公
開
株
式
（
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）

第
二
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
同
法
第
六

十
七
条
の
十
一
第
一
項
の
店
頭
売
買
有
価
証
券
登
録
原
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
株
式
を
い

う
。
）
を
譲
り
受
け
る
こ
と
。

六

利
害
関
係
者
か
ら
供
応
接
待
を
受
け
る
こ
と
。

七

利
害
関
係
者
と
共
に
ゴ
ル
フ
を
す
る
こ
と
。

八

利
害
関
係
者
と
共
に
遊
技
又
は
旅
行
（
公
務
の
た
め
の
旅
行
を
除
く
。
）
を
す
る
こ
と
。
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九

利
害
関
係
者
を
し
て
、
第
三
者
に
対
し
前
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

利
害
関
係
者
か
ら
通
常
一
般
の
儀
礼
の
範
囲
の
香
典
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
贈
与

を
受
け
る
こ
と
。

二

利
害
関
係
者
か
ら
一
般
に
配
布
す
る
た
め
の
宣
伝
用
物
品
、
通
常
一
般
の
儀
礼
の
範
囲
の
記

念
品
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
贈
与
を
受
け
る
こ
と
。

三

利
害
関
係
者
か
ら
職
務
の
遂
行
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
成
果
品
、
試
供
品
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
も
の
を
受
け
取
る
こ
と
。

四

職
務
と
し
て
利
害
関
係
者
を
訪
問
し
た
際
に
、
当
該
利
害
関
係
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
事
務
用

品
等
の
物
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

五

職
務
と
し
て
利
害
関
係
者
を
訪
問
し
た
際
に
、
当
該
利
害
関
係
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
自
動
車

（
当
該
利
害
関
係
者
が
そ
の
業
務
等
に
お
い
て
日
常
的
に
利
用
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
を

利
用
す
る
こ
と
（
当
該
利
害
関
係
者
の
事
務
所
等
の
周
囲
の
交
通
事
情
そ
の
他
の
事
情
か
ら
当

該
自
動
車
の
利
用
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
。

六

職
務
と
し
て
出
席
し
た
会
議
そ
の
他
の
会
合
に
お
い
て
、
利
害
関
係
者
か
ら
茶
菓
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
。

七

職
務
と
し
て
出
席
し
た
会
議
に
お
い
て
、
利
害
関
係
者
か
ら
簡
素
な
飲
食
物
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
。

八

多
数
の
者
が
出
席
す
る
式
典
、
祝
賀
会
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
会
合

（
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
「
式
典
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
利
害
関
係
者
か
ら

飲
食
物
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
。

九

県
民
の
疑
惑
等
を
招
く
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
自
己
の
費
用
を
負
担
し
て

利
害
関
係
者
と
共
に
ゴ
ル
フ
を
す
る
こ
と
。

十

同
じ
部
局
若
し
く
は
機
関
で
勤
務
し
た
関
係
又
は
県
の
機
関
が
行
っ
た
研
修
若
し
く
は
県
か

ら
派
遣
さ
れ
て
参
加
し
た
研
修
を
同
時
に
受
け
た
関
係
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
利
害
関
係
者
に

該
当
す
る
も
の
と
の
間
に
お
い
て
は
、
県
民
の
疑
惑
等
を
招
く
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
、
自
己
の
費
用
を
負
担
し
て
利
害
関
係
者
と
共
に
遊
技
又
は
旅
行
を
す
る
こ
と
。

３

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
職
員
（
同
項
第
九
号
に
掲
げ
る
行
為
に
あ
っ
て
は
、
同

号
の
第
三
者
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
利
害
関
係
者
か
ら
、
物
品
若
し
く
は
不
動

産
を
購
入
し
た
場
合
、
物
品
若
し
く
は
不
動
産
の
貸
付
け
を
受
け
た
場
合
又
は
役
務
の
提
供
を
受

け
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
対
価
が
そ
れ
ら
の
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
け
る
時
価
よ
り
も

著
し
く
低
い
と
き
は
、
当
該
職
員
は
、
当
該
利
害
関
係
者
か
ら
、
当
該
対
価
と
当
該
時
価
と
の
差

額
に
相
当
す
る
額
の
金
銭
の
贈
与
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

（
私
的
な
関
係
等
に
よ
る
例
外
）

第
五
条

職
員
は
、
私
的
な
関
係
（
職
員
と
し
て
の
身
分
に
か
か
わ
ら
な
い
関
係
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
利
害
関
係
者
に
該
当
す
る
も
の
と
の
間
に
お
い
て
は
、
職
務
上
の

利
害
関
係
の
状
況
、
私
的
な
関
係
の
経
緯
及
び
現
在
の
状
況
並
び
に
そ
の
行
お
う
と
す
る
行
為
の

態
様
等
に
鑑
み
、
公
正
な
職
務
の
執
行
に
対
す
る
県
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
お
そ
れ
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
行

為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

職
員
は
、
前
項
の
公
正
な
職
務
の
執
行
に
対
す
る
県
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
お
そ
れ
が
な
い

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
括

倫
理
監
督
者
に
相
談
し
、
そ
の
指
示
に
従
う
も
の
と
す
る
。

（
利
害
関
係
者
以
外
の
者
等
と
の
間
に
お
け
る
禁
止
行
為
）

第
六
条

職
員
は
、
利
害
関
係
者
に
該
当
し
な
い
事
業
者
等
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
者
か
ら
供
応
接
待

を
繰
り
返
し
受
け
る
等
社
会
通
念
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
程
度
を
超
え
て
供
応
接
待
又
は
財
産
上

の
利
益
の
供
与
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

２

職
員
は
、
自
己
が
行
っ
た
物
品
若
し
く
は
不
動
産
の
購
入
若
し
く
は
借
受
け
又
は
役
務
の
受
領

の
対
価
を
、
そ
の
者
が
利
害
関
係
者
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
行
為
が
行
わ

れ
た
場
に
居
合
わ
せ
な
か
っ
た
事
業
者
等
に
そ
の
者
の
負
担
と
し
て
支
払
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
を
阻
害
す
る
行
為
等
の
禁
止
）

第
七
条

職
員
は
、
他
の
職
員
の
第
四
条
又
は
前
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
よ
っ
て
当
該
他
の

職
員
（
第
四
条
第
一
項
第
九
号
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
あ
っ
て
は
、
同
号
の
第
三
者
）
が
得

た
財
産
上
の
利
益
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
当
該
利
益
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
受
け
取
り
、

又
は
享
受
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

職
員
は
、
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
括
倫
理
監
督
者
、
倫
理
監
督
者
そ
の
他
職
員
の
職
務

に
係
る
倫
理
の
保
持
に
責
務
を
有
す
る
者
又
は
上
司
に
対
し
て
、
自
己
若
し
く
は
他
の
職
員
が
こ

の
規
程
に
違
反
す
る
行
為
を
行
っ
た
疑
い
が
あ
る
と
思
料
す
る
に
足
り
る
事
実
に
つ
い
て
、
虚
偽

の
申
述
を
行
い
、
又
は
こ
れ
を
隠
ぺ
い
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

管
理
職
員
は
、
そ
の
管
理
し
、
又
は
監
督
す
る
職
員
が
こ
の
規
程
に
違
反
す
る
行
為
を
行
っ
た

疑
い
が
あ
る
と
思
料
す
る
に
足
り
る
事
実
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
黙
認
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
利
害
関
係
者
と
共
に
飲
食
及
び
ゴ
ル
フ
を
す
る
場
合
の
届
出
）

第
八
条

職
員
は
、
自
己
の
飲
食
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
利
害
関
係
者
の
負
担
に
よ
ら
な
い
で
利

害
関
係
者
と
共
に
飲
食
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
自
己
の
飲
食
に
要
す
る
費
用
が
一
万
円
を
超
え

る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
総
括
倫
理
監
督
者
が
定
め
る
事
項
を
倫

理
監
督
者
（
総
務
部
に
あ
っ
て
は
、
総
括
倫
理
監
督
者
）
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
事
後

に
お
い
て
速
や
か
に
当
該
事
項
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

多
数
の
者
が
出
席
す
る
式
典
等
に
お
い
て
、
利
害
関
係
者
と
共
に
飲
食
を
す
る
と
き
。

二

私
的
な
関
係
が
あ
る
利
害
関
係
者
と
共
に
飲
食
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
自
己
の
飲
食
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
自
己
又
は
自
己
と
私
的
な
関
係
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
利
害
関
係
者
に
該
当

し
な
い
も
の
が
負
担
す
る
と
き
。

２

職
員
は
、
自
己
の
費
用
を
負
担
し
て
利
害
関
係
者
と
共
に
ゴ
ル
フ
を
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
総
括
倫
理
監
督
者
が
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
倫
理
監
督
者
（
総
務
部
に
あ
っ
て
は
、
総
括

倫
理
監
督
者
）
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
あ
ら
か

じ
め
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
事
後
に
お
い
て
速
や
か
に
当
該
事
項
を
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
総
括
倫
理
監
督
者
へ
の
相
談
）

第
九
条

職
員
は
、
自
ら
が
行
う
行
為
の
相
手
方
が
利
害
関
係
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
又
は
利
害
関
係
者
と
の
間
で
行
う
行
為
が
第
四
条
第
一
項
各
号
若
し
く
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は
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、

総
括
倫
理
監
督
者
に
相
談
す
る
も
の
と
す
る
。

（
総
括
倫
理
監
督
者
及
び
倫
理
監
督
者
）

第
十
条

職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
を
図
る
た
め
、
職
員
倫
理
を
監
督
す
る
職
員
と
し
て
、

総
括
倫
理
監
督
者
及
び
倫
理
監
督
者
を
置
く
。

２

総
括
倫
理
監
督
者
は
総
務
部
長
と
し
、
倫
理
監
督
者
は
そ
の
他
の
部
長
と
す
る
。

３

総
括
倫
理
監
督
者
は
、
こ
の
規
程
に
定
め
る
事
項
の
実
施
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
責
務
を
有
す

る
。

一

職
員
か
ら
の
第
五
条
第
二
項
及
び
第
九
条
に
規
定
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
指
導
及
び
助

言
を
行
う
こ
と
。

二

職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
に
関
し
、
必
要
な
指
導
及
び
研
修
を
行
う
こ
と
。

三

職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
の
た
め
の
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

四

こ
の
規
程
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
旨
を
知
事
に
報
告
す
る
こ
と
。

４

倫
理
監
督
者
は
、
職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
に
関
し
指
導
及
び
助
言
そ
の
他
の
職
員
の

職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

５

総
括
倫
理
監
督
者
及
び
倫
理
監
督
者
は
、
そ
の
指
定
す
る
職
員
に
、
こ
の
規
程
に
定
め
る
そ
の

職
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
雑
則
）

第
十
一
条

こ
の
規
程
に
定
め
の
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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